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關於“ -temoii”句意之探討  

－以未實現之事象為中心－  

林青樺  

淡江大學日本語文學系助理教授                                   

 

摘要  

 

本論文以 行為主 體 的特徵及 「 -temoii」所使用 之 句子 類

型的觀點，來探討分析表示未實現事象的「 -temoii」的句意。

首先，本論文先探討表示行為的「 -temoii」，得知動詞所表示

之行為主體除了說話者及聽者之外，還包含了說話者及聽者之

外的特定對象及非特定對象。而經由本論文的深入探討之後，

得知在「 -temoii」的句意方面，除了先行研究中所指出的〈許

可〉、〈容許〉之外，還可用來表示〈為了自己的意圖〉、〈為了

他人的意圖〉、〈請託〉、〈建議〉、〈客観的可能〉等意思。而會

產生如此多樣化的句意，乃起因於說話者及行為主體的關係，

以及「 -temoii」所使用的句型是 平 述句型或是疑問句 型 等因

素。另一方面，經由本論文的考察結果得知，「 -temoii」不只

用來表示行為，還可用來表示狀態，而由於狀態主體無法自主

性地控制動詞所表 示的事象 ，因此表 示狀態的 「 -temoii」只

能用來表示〈容許〉。  

 

關鍵詞 :「－ temoii」、未實現、行為、狀態、句型類型
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A Study of  the Semantic Analysis of  “- temoii”: 

On the unrealized Events  

  L IN ,Chin -hwa  

Ass i s tan t  P ro fessor,  Tamkang Univers i t y  

 

Abstract  

 

  Thi s  paper  descr ibes  the  meaning  of  “ - t emoi i”  tha t  expres s  

unreal iz ed  events  i n  modern  Japanese .  The v iewpoin t  o f  t h i s  

paper  i s  the  charact er i s t i c  o f  agent  and  the  t ype  of  s entences  used  

in  “ - t emoi i” .  The conc lus ions  are  as  fo l lows .  

(1 )  The agent s  of  the  ac t ions  that  expressed  b y “ - t emoi i”  a re  

not  onl y speaker  and  l i s t ener,  bu t  a l so  including outs ide r  

and  indef in i t e  agent s .   

(2 )  The meaning  of  “ - t emoi i”  which  expresses  ac t ions  can  be  

c l ass i f i ed  as  [pe rmiss ion ] ,  [ admi t ] ,  [ in t en t ion  for  onese l f ] ,   

[ in ten t ion  for  o the rone ] ,  [ reques t ] ,  [ advice] ,  and  

[object ive  potent i a l i t y] .  

(3 )  The mean ing  of  “ - t emoi i”  which  express es  s ta t e  can  be  

c l ass i f i ed  as  [ admi t ] .  

(4 )  The reason  wh y “ - t emoi i”  have  var ious  meanings  resu l t s  

f rom the  rea l ionship  between agent  and  speaker,  and  the  

t ype  o f  senence  tha t  used  in  “ - t emoi i” .  

 

Key words :  “ - t emoi i” ,  un real ized ,  ac t ion ,  s ta te ,  t ype  o f  s enten ce  
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「－てもいい」の意味機能に関する一考察  

－未実現の事象を中心に－  

林青樺  

淡江大学日本語文学系助理教授  

 

要旨  

 

本論は、行為者の特徴と文の類型という観点から、未実現

の事象を 表す 「－てもいい 」の意味を考察したものである。

まず、行為を表す「－てもいい」を検討した。その結果、行

為者は話し手と聞き手のほかに、話し手と聞き手以外の特定

の行為者の場合もあれば、特定できない場合もあることが明

らかとなった。そして、「－てもいい」の意味は〈許可〉、〈許

容〉のほかに、これまで明らかにされていなかった〈自分の

ための意向〉、〈他者のための意向〉、〈依頼〉、〈勧め〉、〈客観

的可能〉などの意味も表わせることを明らかにした 。これら

の意味は、話し手と行為者との関係、平变文か疑問文かとい

う「－てもいい」の使われる文型の違いといったファクター

によって決まってくることが指摘できる。 また、「－てもい

い」は行為だけでなく、状態を表す場合も見られるが、状態

を表す「－てもいい」の意味を考察した結果、主体が事象を

コントロールできない ことから 、〈許容〉の意味 しか表わせ

ない、ということが明らかとなった。  

 

キーワード：「－てもいい」、未実現、行為、状態、文の類型  
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「－てもいい」の意味機能に関する一考察  

－未実現の事象を中心に－  

林青樺  

淡江大学日本語文学系助理教授  

 

1．はじめに  

 「－てもいい」は、条件接続形式「－ても」と形容詞「い

い」で作られた複合型形式であり、行為が許容されるもので

ある、という意味を表すとされてきた。  

 

（１）  「ねえ、もっと実験してみてもいい？」（小川洋  

子『博士の愛した数式』） 1 

（２）  本当に大麻と合流してインドへ行ってもいいのだ  

ろうか。ますます不安はつのるばかりだが、イン  

ド旅行は確実に迫っていた。（さくらももこ『さ  

るのこしかけ』）  

 

（１）の「－てもいい」は話し手が聞き手に自分の行為「実

験してみる」 について〈許可〉を求めるのに対して、（２）

の場合は、話し手が自分に「大麻と合流してインドへ行く」

の〈許容〉を問いかける表現である。  

「－てもいい」について論じている研究として、奥田靖雄

（ 1996）、高梨信乃（ 1995）（ 2010）が挙げられる。  

 まず、奥田（ 1996）は、「していい」と「してもいい」が

言い表すモーダルな意味を網羅的に記述し、「していい」は

「《私》は、これからの、あい手の動作を、適切であると、

肯定的に評価する」 という意味を 表すのに対し、「してもい

                                                   
1 本 論 に お け る 例 文 に つ い て 、実 例 の 場 合 は 例 文 の 後 ろ に 出 典 を 記 し 、 

出 典 名 の 無 い も の は 作 例 で あ る 。  
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い」は「《私》 の、これからの動作は《私 》の意志にしたが

って実行することが可能であると、《私》は意志表示をする」

という意味を表し、その意味が話し相手の中で、さまざまな

場面にしばられながら、動作主体の人称性をとりかえて、許

可、承諾、提案、許容のような場面的な意味に変容していく

と説明している。  

一方、高梨（ 1995）は「－してもいい」と「－していい」

の二形式の違いを中心に考察を行い、その結果を次のように

まとめている。  

 

①  シテモイイの中核的な意味は「当該事態が容認で

きることを述べる」といったものである。  

②  シテモイイが文の中で担う意味は、事態の制御可

能性、行為者の人称、容認のレベルという三つの

ファクターによって、〈許可〉〈意向〉〈許容〉〈外

界的容認・可能〉に分化する。〈外界的容認・可

能〉からは文脈によって〈不満・後悔〉の意味が

派生する。  

③  上の５つの意味のうち、シテイイに置き換え可能

なのは、〈許可〉と、〈外界的容認・可能〉のうち

より容認の意味が強いものである。  

            （高梨（ 1995： 252））  

 

また、高梨（ 2010）は「－てもいい」の基本的意味は「当

該事態が許容されることを表す」と指摘し、二次的意味を「当

該事態の制御可能性」及び「実現性」を基準に、次のページ

の表１のように分類している 2。  

                                                   
2 高 梨 （ 2010） は 表 1 に お け る （ a）（ b）（ c）（ d） に つ い て 、 以 下 の よ

う に 説 明 し て い る 。  

（ a）  当 該 事 態 が 制 御 可 能 で 未 実 現 の 場 合 で あ る 。 行 為 者 が 聞 き 手
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表１  

  ①当該事態の制御可能性  

制御可能→〈当為判断〉 制御不可能  

 

②  

当  

該  

事  

態  

の  

実  

現  

性  

 

 

未実現  

③行為者の人称  

聞き手→行為要求  

      →〈許可〉 

聞き手以外  

話し手  →〈意向〉

(a) 

 

 

〈許容〉  

 

 

(b)                      

 

非実現  

↓  

〈反事実〉 

③行為者の人称  

話し手→〈後悔〉  

 

話し手以外→〈不満〉 

(c)                  

 

 

〈不満〉  

          

(d) 

                 （高梨（ 2010： 70））  

 

表１からわかるように、未実現の事象が制御可能の場合は、

「－てもいい」の意味が行為者の人称により〈許可〉と〈意

向〉に分化し、制御不可能の場合は〈許容〉という意味を表

すのである 。しかし、次の（３）のように、「譲る」という

行為者 が聞き手 であるものの、「－てもいい」は〈許可〉を

表すとは考えられないため、行為者が聞き手の場合は必ずし

                                                                                                                                           

で 行 為 要 求 の 機 能 を 帯 び る と 、「 て も い い 」は 聞 き 手 に〈 許 可 〉

を 与 え る 文 に な る 。（ 中 略 ）一 方 、行 為 者 が 話 し 手 自 身 で あ る

場 合 は 、話 し 手 の そ の 行 為 を 行 う〈 意 向 〉を 表 す こ と に な る 。  

（ b）  当 該 事 態 が 制 御 不 可 能 か つ 未 実 現 の 場 合 、「 て も い い 」は そ の

基 本 的 意 味 そ の ま ま に 〈 許 容 〉 と い う こ と ば が ふ さ わ し い 意

味 を 表 す こ と に な る 。  

（ c）  当 該 事 態 が 制 御 可 能・非 現 実 で 、〈 反 事 実 〉と な る 場 合 で あ る 。  

（ d）  当 該 事 態 が 制 御 不 可 能 ・ 非 実 現 で 〈 反 事 実 〉 と な る 場 合 で あ

る 。（ 中 略 ）「 て も い い 」 の 場 合 も 、 ケ ー ス （ c）（ d） の 〈 反 事

実 〉 の 文 で は 、 多 く の 場 合 〈 後 悔 〉〈 不 満 〉 の 意 味 が 生 じ る 。 
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も〈許可〉を表すとは限らない。  

 

（３）  「あんた、それじゃ、このお役目を他の人に譲っ  

てもいいの？」（曽野綾子『砂糖菓子が壊れると  

き』）  

 

また、「－てもいい」の表す〈意向〉について、高梨（ 2010）

は「〈意向〉と言っても、 あくまで 『その行為を行う ことが

許容できる』という消極的な意向の表明に留まる点で、意志

形『しよう』などが表す〈意志〉とは性格が異なる」と説明

しているが、具体的にどのように異なっているのかについて

は明らかになっていないと言わざるを得ない。さらに、表１

の分類においては、行為者が話し手または聞き手しか想定 さ

れていないようであるが、次の（４）のように、行為者の特

定が難しい場合も あるため、「－ てもいい」を再検討する必

要がある。  

 

（４）  普段の生活で見せる不器用ぶりとは比べものにな  

らない、慣れた仕草だった。熟練した手つきと言  

     ってもいいくらいだった。新しいメモはすぐさま、 

他の数々のメモたちに溶け込んだ。（小川洋子『博  

士の愛した数式』）  

 

 そこで、 本論 は、行為者の特徴と、「－てもいい」が使わ

れる文の類型 という観点から 、「－てもいい」 の意味機能を

検討し、各意味がどのような条件において生じるかを 明らか

にしたい 。なお、 本論は 下記の（５ ）（６）のような、 実現

した事象への〈不満〉や〈後悔〉を表す「－てもいい」を対

象から外し、未実現の事象を中心に考察することとする。  
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（５）  もっと早く教えてくれてもいいじゃないか。                     

…〈不満〉  

（６）  彼に聞いてもよかったのですが、結局聞けません  

でした               …〈後悔〉  

 

2．行為を表す「－てもいい」の意味機能について  

2.1．行為者が話し手の場合  

 ここでは、まず「－てもいい」の表す行為者が話し手の場

合を見てみよう。  

2.1.1．平变文で表す「－てもいい」  

（７）  ベッドのなかで、私たちはヴァカンツァについて  

話しあった。スイスじゃなくシチリアもいい。マ  

ーヴはフィレンツェにいきたいという。北欧まで  

足をのばしてもいい。（江国香織『冷静と情熱の  

あいだ』）  

（８）  あの人だけは信じてもいい、たぶんあの人はなに  

かのきっかけを待っているんだ、栄二はそう思っ  

た。（山本周五郎『さぶ』）  

（９）  「弱ったね。話してもいいけど、だれにも言うな  

よ。じつは、まもなく大洪水がくる。これに乗っ  

ていれば、助かるのだ。この洪水予報は、どうや  

ら確実らしいのだ。」（星新一『かぼちゃの馬車』）         

（ 10）  「そうかい、君は何時でもこつこつとよくやくや  

っているから、それぐらいの面倒はみてもいいん  

だよ。」（山崎豊子『白い巨塔（四）』）  

（ 11）  もし彼女が元気になるなら、自分が身代りになっ  

てもいい。（片山恭一『世界の中心で愛をさけぶ』） 

 

 （７）～（ 11）の「足をのばす」「信じる」「話す」「面倒

を見る」「身代わりになる」は、 行為者が話し手であり 、話
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し手にその行為を行う意志があるという行為者の〈意向〉を

表す。しかし、一口に〈意向〉といっても、（７）（８）は話

し手が自分のために行為を行う意志があるのに対して、（９）

～（ 11）は話し手以外の誰かのために行為を行おうとする意

志を表すと考えられる。つまり、行為の利益が話し手にある

かどうかという点で異なっている、ということである。次の

例文の示すように、授受表現「てあげる」との共起の適格性

から、上記の例文における「－てもいい」の表す〈意向〉の

違いがうかがえる。  

 

（７）′ ??北欧まで足をのばしてあげてもいい。  

（８）′ ??あの人だけは信じてあげてもいい。 3 

（９）′  話してあげてもいい けど、だれにも言うなよ。 

（ 10）′  それぐらいの面倒はみ てあげてもいい んだよ。 

（ 11）′  もし彼女が元気になるなら、自分が身代わりに  

なってあげてもいい。  

 

 ここでは（７）（８） の「－てもいい」の意味を〈自分の

ための意向〉とし、授受表現「てあげる」との共起が可能で

ある（９）～（ 11）の「－てもいい」の意味を〈他者のため

の意向〉と呼ぶことにする。 なお、〈他者のための意向〉 を

表す「－てもいい」は、次の例文のように、授受表現が有標

の形で文中に現れる場合もある。  

 

 （ 12）  「君は自分のことばかり言っているけれど、少し  

はエディさんのことも思いやってやれよ。この一  

年、とにかく一緒にやってきてくれたんだ。それ  

                                                   
3 （ 8）の「 信 じ る 」は 、相 手 の た め に 行 う 行 為 と し て も 考 え ら れ る が 、

こ こ で は 行 為 者 で あ る 栄 二 が 自 ら 「 信 じ る 」 こ と を 望 ん で い る た め 、

授 受 表 現 「 て あ げ る 」 と の 共 起 が 不 自 然 に な る と 思 わ れ る 。  
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に対して、君はこれまで何ひとつ酬いることがで  

きなかった。あやまるくらいのことをし てあげて  

もいいだろう。あの人には･･････もう、そんなに  

先があるわけじゃないんだ」（沢木耕太郎『一瞬  

の夏』）  

 （ 13）  「株券はいちおう中央と旭日の名義にしておくが  

、あなたの社の景気がよくなれば、いつでも株は  

そちらに返す。また、これをきっかけに、資金面  

の援助も考えてあげてもいい。」（星新一『人民は  

弱し官吏は強し』）  

 （ 14）  「どこか行くところがあるんならいいけれど、…  

…もう日ぐれだし、困ったね。――なんなら、あ  

んまり気の毒だから、少しのあいだ、うちに置 い  

てあげてもいいよ。」（山本有三『路傍の石』）  

 

 次の例文は、行為者が話し手である点で上記の例文と共通

しているが、果たして「－てもいい」は〈意向〉を表すので

あろうか。  

 

（ 15）  一生を北海道に暮らす気はないが、四年や五年く  

らいなら住んでみてもいいような気がした。（三  

浦綾子『塩狩峠』）  

 （ 16）  どこへ行ったって、最初から、そう給金がもらえ  

るものではないのだから、自分の一生の仕事が覚  

えられるところなら、はじめは我慢してもいいと、 

彼は思ってるとおりのことを言った。（山本有三  

『路傍の石』）  

 （ 17）  憎しみが私を支えた。私は今、初めて何の苦痛も  

なく、五来さんをこの女の手から奪いとっ てもい  

いと思った。（曾野綾子『砂糖菓子が壊れるとき』） 
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 （ 15）（ 16）（ 17）は、行為者が行為を実現させたいという

〈意向〉を表すというよりも、その行為の実現が許されるも

のだという 〈許容〉 の意味を 表す と思われる。（ 15）を例に

とると、北海道に暮らす気はないのだが、四年、五年くらい

の期間という条件であれば受け入れられる、というような妥

協的な意味合いが含まれている。このタイプの「－てもいい」

は 、 行 為 が 主 体 に と っ て 望 ま し い も の か ど う か と い う 点 で

〈意向〉を表す「－てもいい」と異なっていることが指摘で

きる。  

 

2.1.2．疑問文で表す「－てもいい」  

 次に、疑問文の形で話し手の行為を表す「－てもいい」の

例文を見てみよう。  

 

（ 18）  「名古屋の父から、あなた宛に手紙が来てますけ  

れど、今、お持ちしてもいいかしら――？」（山  

崎豊子『白い巨塔（一）』）  

（ 19） 「じゃ、起してもいい？私が、怖くなくなるまで、  

喋ってもいい？」「いいよ」（曽野綾子『砂糖菓子  

が壊れるとき』）  

 （ 20）  「先生の補習授業、出てもいいんですか？私、志  

望校、国立に変えたいんです。だから、もっと数  

学の勉強もしないと」（橋部敦子『僕の生きる道』） 

 

 （ 18）（ 19）（ 20）の話し手の行為「お持ちする」「起こす」

「喋る」「授業に出る」 の許可を下すのは聞き手であり、話

し 手 は 聞 き 手 か ら 許 可 を 得 な け れ ば こ れ ら の 行 為 を 行 う こ

とができず 、「－てもいい」の 疑問 文を用いて 聞き手に行為

の〈許可〉を求めるのである。  
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では、話し手の行為を表す疑問文の「－てもいい」は必ず

〈許可〉を表すのであろうか。  

次の例文を見ていただきたい。  

 

 （ 21）  （ Aと B：友達同士、場所：美術館）  

     A：ここで写真を撮ってもいいでしょうかね。  

     B:うん、撮ってもいいと思いますよ。  

 （ 22）  「先生、僕、結婚してもいいですよね？」（橋部  

敦子『僕の生きる道』）  

 

（ 21）のような、美術館などの施設で撮影の許可を下せる

のは美術館の関係者であるため、 Aが同行の友達 Bに許可を求

め る の で は な く 、 そ の 行 為 が 許 さ れ る も の か ど う か と い う

〈許容〉を確かめる のだと思われる。当然のことながら、 B

の発話における 「－てもいい」も 許可を与えるのではなく、

自分の知識によって「写真を撮る」行為の〈許容〉を伝える

ものである 4。また、（ 22）は、「結婚する」ことの許可を下す

権利は先生にあるとは考えにくいため、話し手が「－てもい

い」を用いて、結婚することが許されるものかどうか、また

は可能かどうかといった〈許容〉を先生に確認するのである。

そして、このタイプの「－てもいい」は、許可を求め るわけ

ではないため、次の（ 23）のように、疑問文の形でその事象

の許容性を自分に 問いかけるという自問の 場合も見られる。 

 

 （ 23）  いま目の前にいる順正があの順正だと、約束通り  

私の誕生日にここに来てくれたのだと、信じ ても  

いいのかどうかだった。（江国香織『冷静と情熱  

のあいだ』）  

                                                   
4 「 － て も い い 」 の 表 す 行 為 主 体 が 聞 き 手 の 場 合 に つ い て 、 詳 し い こ

と は 2.2.に て 述 べ る こ と に す る 。  
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では、次の例文はどうであろうか。  

 

（ 24）  （居酒屋で）  

      客：ビール、もらってもいいですか。  

     店員： ??いいですよ／ *いいと思いますよ／  

かしこまりました。  

 （ 25）  社長：これ、コピーしてもらってもいい？  

社員： ??いいですよ／ *いいと思いますよ／  

   かしこまりました。  

 

（ 24）と（ 25）の聞き手の受け答え方から、「－てもいい」

は〈許可〉または〈許容〉を表すわけではないということが

わかる。（ 24）と（ 25）の話し手である客 と社長は 、あたか

も許可を求める「－てもいい」を使うことで、聞き手の地位

が上であるかのように見せ ておきながら、「ビール をくださ

い」「これをコピーしてください」といった行為要求の依頼・

指示をするのである。このタイプの「－てもいい」は、地位

が上である話し手が語用論的に許可を求める「－てもいいで

すか」の形で相手に丁寧に依頼するというような方略的な用

い方であり、〈依頼〉を表す。  

 以上、行為者が話し手である「－てもいい」の意味機能を

検討した。高梨（ 2010）は未実現の事象を表す「－てもいい」

について、行為者が話し手の場合は〈意向〉〈許容〉を 表す

と述べているが、本論は「－てもいい」が使われる文型を平

变文と疑問文に分けて考察した結果、〈意向〉〈許容〉のほか

に、〈許可〉〈依頼〉を表す場合もある、ということを明らか

にした。  

 

2.2．行為者が聞き手の場合  
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 ここでは行為者が聞き手の場合の「－てもいい」を見てみ

よう。  

2.2.1．平变文で表す「－てもいい」  

 次の例文を見ていただきたい。  

 

 （ 26）  「すぐに刑務所へ行きたいのなら、そうし てもい    

いんだぞ」（星新一『かぼちゃの馬車』）  

 （ 27）  「ごめんなさいね。せっかくあなたは、我慢して  

赤ちゃんを持ってもいいって許してくれたのに」  

（曾野綾子『砂糖菓子が壊れるとき』）  

 （ 28）  「僕のやり方に不満があるなら、はっきり云っ て  

もいいんだよ、君の配置転換を考えるぐらいなら  

何でもないんだからね」（山崎豊子『白い巨塔  

（二）』）  

 （ 29）  「永野君、工合が悪いんなら、無理をせずに朝か  

ら休んでもいいんだよ。君は北海道が初めてだか  

ら、秋が早くて風邪でもひいたんだろう」（三浦  

綾子『塩狩峠』）  

 

（ 26）～（ 29）は、話し手が聞き手に「刑務所へ行く」「赤

ちゃんを持つ」「はっきり云う」「朝から休む」という行為の

許しを下し、「－てもいい」を用いて 〈許可〉 を与えるので

ある。それに対して、次の（ 30）と（ 31）は、話し手が聞き

手の行為の許可を下す立場ではないため、「お父さん」「友達

B」に許可を与えるとは考えにくく、「－てもいい」は「家に

帰る」「写真を撮る」という行為 に差し支えない 、 または可

能である、といった〈許容〉の意味を表す。  

 

（ 30）  「しばらくいるといいよ。ひとりになりたいんな  

ら、お父さん、家に帰ってもいいぞ。」（吉本ばな  
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な『体は全部知っている』）  

（ 31）  （ Aと B：友達同士、場所：美術館）  

     A：ここで写真を撮ってもいいでしょうかね。  

     B:うん、撮ってもいいと思いますよ。（前掲（ 21）） 

 

このように、行為の許可を与える立場にあるかどうかとい

う話し手と聞き手との関係で 、「－てもいい」の意味が変わ

ってくることが明らかである。  

 次の例文を見ていただきたい。  

 

 （ 32）  ご希望の仕事ではないが、給料がいいし、いい経  

験にもなるから、試してもいいと思うよ。  

 （ 33）  「あんたも遊びに来な、留学しに来てもいいよ。」 

（吉本ばなな『体は全部知っている』）  

 （ 34）  「名前なんて、記号みたいなものじゃないか。き  

みの宏一の一字をとり、宏太郎なんてつけ てもい  

いだろう」（立原正秋『冬の旅』）  

 

 （ 32）（ 34）（ 35）は、話し手が「試す」「留学しに来る」「宏

太郎という名前をつける」の許可を聞き手に与えるのではな

く、その行為を提案するといった〈勧め〉の意味を表すと考

えられる。これらの例文における「－てもいい」は行為の実

現が聞き手にとって好ましいものだと話し手が認識し 、それ

を聞き手に勧める用法である。 なお 、〈勧め〉と〈許容〉 に

ついては、例えば、前述した（ 31）はお父さんがその状況の

中で「帰る」ことを望むかもしれないと話し手が聞き手の気

持ちを推し量り、その行為を行っても大丈夫だという〈許容〉

を伝える ものである。それに対して 、〈勧め〉の場合は、 行

為 者 の 聞 き 手 が そ の 行 為 を 望 む か ど う か は 特 に 重 要 視 さ れ

ず、あくまでも話し手はその行為が聞き手にとってプラスに
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なるものだと考え、自ら提案を切り出すのである。したがっ

て、両者の違いは、行為者である聞き手の行為への想定また

は期待の有無にある、ということが指摘できる。  

 

2.2.2．疑問文で表す「－てもいい」  

ここでは、聞き手の行為を疑問文で表す「－てもいい」の

例文を見てみよう。  

 

 （ 35）  「よう、起きてるな」と云ってこぶの清七がはい  

って来た、「もうあるいてもいいのか」（山本周五  

郎『さぶ』）  

（ 36）  本当に好きだったら、ダメ元で告白してみ てもい  

いんじゃないか。  

 

行為者が聞き手の場合は、前節で述べたように、話し手が

平变文の形で許可を伝えることが可能であるが、疑問文を用

いて許可を与えることは考えにくい。上記の（ 35）は「ある

く」ことが可能かどうかという相手の行為の〈許容〉を確認

し、（ 36）は、「んじゃないか」といった文型を用いて、聞き

手にとって好ましいと思われる行為「告白してみる」を提案

するといった〈勧め〉を表すのである。  

以上、行為者が聞き手である「－てもいい」の意味を考察

した。その結果、「－てもいい」は先行研究で指摘された〈許

可〉と〈許容〉のほかに、行為者である聞き手への提案の〈勧

め〉を表す場合もある、ということが指摘できる。  

 

2.3．行為者が話し手と聞き手以外の場合  

2.3.1．平变文で表す「－てもいい」  

 2.1.と 2.2.では、行為者が話し 手と聞き手の場合 を 表す

「－てもいい」を考察した。ここでは、行為者が話し手と聞
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き手以外の場合を見てみよう。  

   

 （ 37）  明日のパーティーに太郎が来てもいいです。  

 （ 38）  来月のカラオケ大会に花子が参加してもいいです  

よ。  

（ 39）  「じゃあ、わたしが誰か他の男性と付き合うよう  

になってもいいのね。わたしのことを順正以外の  

人が可愛がってもいいのね。」（辻仁成『冷静と情  

熱のあいだ』）  

 （ 40）  「あの人あたしとおないどしの十九でしょ、もう  

とっくにお嫁にいってもいいとしなのに、なかな  

かうんと云わないんですって、もし売れ残ったら  

どうするのかしら」（山本周五郎『さぶ』）  

 

 （ 37）（ 38） は、話し手は「－てもいい」を用いて 行為者

の「太郎」「花子」に「パーティーに来る」「カラオケ大会に

参加する」という行為の〈許可〉を与える。一方、（ 39）（ 40）

は、話し手が行為者の「順正以外の人」と「あの人」に許可

を与えるのではなく、（ 39）は順正が「順正以外の人が自分

のこと（＝話し手）を可愛がる」ことを許し、（ 40）は「あ

の人がお嫁にいく」ことが許される、といった〈許容〉の意

味を表す。  

 

2.3.2．疑問文で表す「－てもいい」  

では、行為者が話し手と聞き手以外の場合を 表す疑問文の

「－てもいい」はどのような意味を表すのであろうか。  

 次の例文を見ていただきたい。  

 

 （ 41）  明日のパーティーに太郎が来てもいいですか。  

 （ 42）  来月のカラオケ大会に花子が参加してもいいです  
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か。  

 （ 43）  「そんなことをすれば、私はまた騒ぎだしますぞ  

。それではわざわざ病人を悪くするようなものだ。 

一体病院がそんなことをしてもいいものです  

か？」（北杜夫『楡家の人びと』）  

 

 （ 41）（ 42）は、話し手が行為者の代わりに、聞き手に「パ

ーティーに来る」「カラオケ大会に参加する」 ことがで きる

かどうかという行為の〈許可〉を求める例文であり、（ 43）

は、話し手が行為者である「病院」の行う行為の許可を求め

るのではなく、「そんなことをする」は果たして許されるも

のかどうか、といった〈許容〉を表すと言えよう。なお、次

の例文の示すように、話し手が代わりに第三者の行為の許可

を求める「－てもいい」は、行為者が話し手にとって身内ま

たは親しい間柄でなければ、不自然な表現になってしまうこ

とが明らかである。  

 

 （ 41）′ ?? 明日のパーティーに唐沢寿明が来てもいいで  

すか。  

 （ 42）′ ??来月のカラオケ大会に小林幸子が参加してもい  

いですか。  

 

以上、行為者が話し手と聞き手以外の場合を考察した。そ

の結果、「－てもいい」は〈許可〉と〈許容〉を表すことが

明らかになった。  

 

2.4．行為者が不特定の場合  

 「－てもいい」の表す行為の主体は、次の例文の示すよう

に、特定できない場合も見られる。  
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2.4.1．平变文で表す「－てもいい」  

 次の例文を見ていただきたい。  

 

（ 44）  日本でも、音をたてて食事をしてもいいのは、ソ  

バやうどんを食べる時だった。ソバやうどんはあ  

あいう細長いものである以上、音をたてて吸い込  

むのはやむを得ないと黙認されているが、その他  

の食事をズルズルと啜ってもいいということに  

はならない。（森瑶子『ハンサム・ウーマンに乾  

杯』）                      

 （ 45） 「しかしな、愛川、人間、何をやってもいいんだ。  

一番大事なことは、まっすぐに生きることだ。」  

（山本有三『路傍の石』）  

 （ 46）  会員制でお金を払っていると思ったとたんに、そ  

の人の人格がまるっきり変わってしまうことも  

ある。そこではなにをしてもいいと思ってしまう  

ことがある。（吉本ばなな『体は全部知っている』） 

 （ 47）  ぽっちゃりした上半身と、品のいいお嬢さんふう  

の雰囲気のせいで、このひとは実際の年齢よりも  

若くみえる。ういういしいといってもいいくらい  

だ。（江国香織『冷静と情熱のあいだ』）  

 

 （ 44）と（ 45）は、「音をたてて食事をする」「食事をズル

ズルと啜る」「やる」という行為が容認されるものであるが、

行為者は不特定であり、話し手でも 聞き手でもな い。（ 44）

を例にとると、「音をたてて食事をする」「食事をズルズルと

啜る」は一般社会で許されることであり、誰がその行為を行

っても可能である、 といった 〈客観的可能〉の 意味を 表す。

また、（ 46）は会員であれば、そこで何をしてもかまわない

といった可能性を表し、（ 47）は話し手だけでなく、「このひ
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と」を誰から見ても「ういういしいと言う」ことが考えられ

る。このように、このタイプの「－てもいい」は、動詞の表

す行為は誰でも行うことが可能であるため、行為者が不特定

となり、〈客観的可能〉を意味する。  

 

2.4.2．疑問文で表す「－てもいい」  

 ここでは行為者が不特定な場合を表す疑問文の「－てもい

い」を見てみよう。  

 

（ 48）  私は自分の脈を計った。一〇四もあった。一〇四  

もあれば、病気だと言ってもいいのではないだろ  

うか。（曽野綾子『砂糖菓子が壊れるとき』）  

 

 （ 48）は、脈が一〇四もあったというような状況 を客観的

に判断すれば、誰でも「病気だと言う」ことが確かであろう

と話し手が判断し、「のではないだろうか」の形で〈客観的

可能〉を控えめに伝えるのである。  

 以上、行為者が不特定な場合を表す「－てもいい」を考察

した結果、「－てもいい」は〈客観的可能〉を 表す ことが明

らかになった。  

 

3．状態を表す「－てもいい」の意味機能について  

 2 節では行為を表す「－てもいい」の意味機能を考察した。

未実現の事象を表す「－てもいい」は動作主体の行為以外に、

状態を表すこともある。ここでは 2 節と同様に、平变文と疑

問文に分けて、状態を表す「－てもいい」の意味を考察して

いく。  

3.1．平变文で表す「－てもいい」  

 次の例文を見てみよう。  
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（ 49）  しかし、もっと悲しい展開があってもいいと思い  

ます。（星新一『かぼちゃの馬車』）  

（ 50）  いくら止める人がいないからと言っても、ふたり  

なのに三人前もとれば余るに決まっている。なの  

に、その辺の判断のツメが甘いところがくいしん  

ぼう同盟の憎めないところなのだ。余っ てもいい  

から食べてみたかったのである。（さくらももこ  

『さくら日和』）  

 （ 51）  「親馬鹿だと笑われてもいい。実のところ、おれ  

は美沙に縁談をことわれたと告げるに忍びなか  

ったのだ。」（三浦綾子『塩狩峠』）  

 （ 52）  その教えのごとく、敵を愛して死ぬことのできた  

イエスを思うと、信夫はだまさ れ て もい い か ら、 

このイエスの言葉に従って生きたいと、痛切に感  

じた。（三浦綾子『塩狩峠』）  

 

 （ 49）（ 50）の「－てもいい」における動詞「ある」「余る」

はいずれも非意志動詞であり、話し手のコントロールできる

ような事象ではないため、許可を述べることが考えられず、

その事象が受け入れられる、といった〈許容〉を述べる。ま

た、（ 51）（ 52）の「笑われる」「だまされる」も、「笑う」「だ

ます」の行為者が主体以外の動作主であるため、話し手や主

体である「信夫」はそのこと自体をコントロールすることが

できず、「笑う」こと、または「だます」ことをされても大

丈夫、耐えられるといった〈許容〉を表すのではないかと思

われる。  

 

3.2．疑問文で表す「－てもいい」  

 では、状態を表す「－てもいい」の疑問文の場合はどうで

あろうか。  
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（ 53）  「じゃあ、先生は僕の将来が台無しになっ てもい  

いんですか。」（橋部敦子『僕の生きる道』）  

 （ 54）  「あら、そうじゃないわよ、ほんとに真面目で頼  

むんだから、そのくらいな親切があってもいいで  

しょ？」（谷崎潤一郎『痴人の愛』）  

 

 （ 53）と（ 54）の「台無しになる」「 そのくらいな 親切が

ある」は非意志動詞であり、話し手が聞き手にそのようなこ

と が 起 こ る と し た ら 受 け 入 れ ら れ る の か と い う 問 い を か け

る用法であり、「－てもいい」は〈許容〉を 表すのである。  

  

4．おわりに  

 本論は、行為者の特徴と文の類型という観点から「－ても

いい」の意味を考察した。その結果は表２のようにまとめら

れる。  

表２  未実現の事象を表す「－てもいい」の意味  

      文 の 類 型  

行 為 者 の 特 徴  

平变文  疑問文  

[行為 ] 

行為者：話し手  

〈自分のための意向〉 

〈他者のための意向〉 

〈許容〉  

〈許可〉  

〈許容〉  

〈依頼〉  

行為者：聞き手  〈許可〉  

〈許容〉  

〈勧め〉  

〈許容〉  

〈勧め〉  

 

行為者：話し手と聞  

き手以外  

〈許可〉  

〈許容〉  

行為者：不特定  〈客観的可能〉  

[状態 ] 〈許容〉  
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表２からわかる ように、「－てもいい」の 表す行為者 は話

し手や聞き手といった特定できる場合もあれば、特定できな

い場合もある。また、平变文と疑問文に分けて「－てもいい」

の意味を検討 することによって、話し手と聞き手との関係 、

及び行為可否の決定権の所在から、これまで指摘された〈許

可〉〈許容〉のほかに、〈自分のための意向〉〈他者 のための

意向〉〈依頼〉〈勧め〉〈客観的可能〉 などの意味も表 せるこ

とが明らかになった。これらの意味は、話し手と行為者との

関係や、平变文か疑問文かといった「－てもいい」の使われ

る 文 型 な ど の フ ァ ク タ ー に よ っ て 決 ま っ て く る と 考 え ら れ

る。  

さて、本論では肯定形式につく「－てもいい」しか取り上

げなかったが、「－てもいい」の意味機能を明らかにするに

は、否定形式の「－なくてもいい」も考察しなければ ならな

い。また、 集めた例文を検討したところ、「－てもいい」が

使われているのは会話文がほとんどであるため、会話文 と地

の文で使われる「－てもいい」の意味用法にはどのような違

いが見られるのかについても検討する 必要がある。さらに、

次の例文の示すように、「－てもいい」には可能表現と 置き

換えられる場合と置き換えられない場合があるため、可能表

現とどう関わっているのかについても明らかにしたい 。これ

らの課題は次稿に委ねる。  

 

（ 32）′ ??ご希望の仕事ではないが、給料がいいし、いい  

     経験にもなるから、試せると思うよ。  

 （ 44）′  日本でも、音をたてて食事できるのは、ソバや  

      うどんを食べる時だった。  

（ 48）′  一〇四もあれば、病気だと言えるのではないだ  

     ろうか。  
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